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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 9月 1日 (2005.9.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 裏 地 と 該 裏 地 か ら 延 出 す る 直 径 ｄ を 有 す る 複 数 の ス テ ム と を 有 す る ス テ ム ウ ェ ブ に キ ャ
ッ プ を 付 与 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 第 １ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル に 接 す る 第 １ の ニ ッ プ に 通 し て 、 前 記 ス テ ム
に 部 分 的 に キ ャ ッ プ を 付 与 す る ス テ ッ プ と 、
　

前 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 冷 却 す る 冷 却 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 第 ２ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル の 表 面 に 接 す る 第 ２ の ニ ッ プ に 通 し て 、 前 記
ス テ ム に 完 全 に キ ャ ッ プ を 付 与 し て 直 径 Ｄ に す る ス テ ッ プ と を 含 み 、
　 前 記 キ ャ ッ プ 付 ス テ ム が 少 な く と も １ ． ５ ： １ の Ｄ ： ｄ 比 を 有 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　

、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 、
請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　

に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　

に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ り ス テ ム ウ ェ ブ を こ れ ま で よ り 広 い 幅 、 速 い ラ イ ン 速 度 で 用 意 で き る 。 こ れ

第 １ の 通 過
部 分 的 に キ ャ ッ プ を 付 与 さ れ た 前 記 ス テ ム が 次 の 通 過 ス テ ッ プ に お い て 完 全 に キ ャ ッ プ

を 付 与 さ れ る よ う に 、

第 ２ の 通 過

前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 通 過 ス テ ッ プ 中 は 前 記 ス テ ム ウ ェ ブ が 少 な く と も ３ ０ ｍ ／ 分 の ラ イ
ン 速 度 で 移 動 す る

前 記 冷 却 ス テ ッ プ は 前 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 冷 却 ロ ー ル に 接 触 さ せ る こ と に よ り 行 わ れ る

前 記 冷 却 ロ ー ル は 前 記 第 １ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル の 直 径 よ り 少 な く と も ３ ０ ％ 大 き い 直 径 を
有 す る 、 請 求 項 ３

前 記 冷 却 ロ ー ル は 前 記 第 ２ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル の 直 径 よ り 少 な く と も ３ ０ ％ 大 き い 直 径 を
有 す る 、 請 求 項 ３



は 変 形 で き る よ う に ス テ ム の 上 部 に 十 分 な 熱 エ ネ ル ギ ー を 導 入 す る 問 題 が 最 も 重 要 で あ る
と は 限 ら な い と い う こ と を 認 識 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 ラ イ ン 速 度 お よ び ス テ ム 径 が
増 加 す る に つ れ て 、 次 の キ ャ ッ ピ ン グ 経 路 上 で 変 形 さ れ な い よ う に 十 分 な 熱 エ ネ ル ギ ー を
ス テ ム か ら 除 去 す る こ と が 難 し く な る 。 本 発 明 の 方 法 と 実 施 形 態 は 十 分 且 つ 適 時 な 冷 却 の
重 要 性 を 強 調 し て い る 。 一 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 裏 地 と 当 該 裏 地 か ら 延 出 す る 直 径 「 ｄ
」 を 有 す る 複 数 の ス テ ム と を 有 す る 材 料 で あ る ス テ ム ウ ェ ブ に キ ャ ッ プ を 付 与 す る 方 法 を
提 供 す る 。 上 記 方 法 は 、 上 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 第 １ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル に 接 す る 第 １ の ニ ッ プ
に 通 過 さ せ て 上 記 ス テ ム に 部 分 的 に キ ャ ッ プ を 付 与 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 ス テ
ム ウ ェ ブ を 冷 却 す る ス テ ッ プ と 、 上 記 ス テ ム ウ ェ ブ を 第 ２ の 熱 ニ ッ プ ロ ー ル の 表 面 に
接 す る 第 ２ の ニ ッ プ に 通 過 さ せ て 上 記 ス テ ム に 完 全 に キ ャ ッ プ を 付 与 し て 直 径 「 Ｄ 」 に す
る ス テ ッ プ と を 含 む 。 上 記 Ｄ ： ｄ 比 が 少 な く と も １ ． ５ ： １ 、 好 適 に は 少 な く
と も １ ． ６ ５ ： １ で あ る 。 好 適 な 実 施 形 態 に お い て 上 記 通 過 ス テ ッ プ 中 に
上 記 ス テ ム ウ ェ ブ が 少 な く と も ３ ０ ｍ ／ 分 の ラ イ ン 速 度 で 移 動 す る 。
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